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鹿児島県日置市 

市の人口（住民基本台帳） 
総人口　52,015人（401） 

　男　　24,354人（256） 

　女　　27,661人（145） 

世帯数　22,538　（284） 
5月1日現在 （　）は前月比 

春を感じたジョギング大会 
　小雨の降る中でのジョギング大会とな

りましたが、1520人が、歩き走りそれぞ

れのスタイルで楽しみました。 

（「第24回吹上青松ジョギング大会」

P12関連記事） 
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住
む
人
も
訪
れ
る
人
も
心
安
ら
ぐ
、自
然
豊
か
な
ふ
る
さ
と
づ
く
り 

高
山
地
区
公
民
館
（
東
市
来
地
域
） 

▲鹿児島大学クラシックギター部との交流 

▲石窯を使ったピザつくり体験 

▲地域の一大イベント高山ふるさと秋祭り ▲左から野上正和さん、鮫島育朗館長、白石克隆さん 

然
に
恵
ま
れ
た
高
山
地
区
。
本

地
区
は
、
過
疎
化
、
少
子
高
齢

化
、
農
林
業
の
不
振
な
ど
の
課
題
に

直
面
し
て
い
ま
す
が
、「
高
山
ふ
る

さ
と
秋
祭
り
」
や
尾
木
場
地
区
の
棚

田
で
の
農
作
業
体
験
を
実
施
し
、
地

区
の
豊
か
な
自
然
や
文
化
、
歴
史
を

生
か
し
た
体
験
型
交
流
で
、
人
と
人

と
の
交
流
か
ら
生
ま
れ
る
活
気
を
地

区
の
活
性
化
に
生
か
し
て
い
ま
す
。 

域
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
「
高
山
ふ

る
さ
と
秋
祭
り
」
は
毎
年
十
一

月
に
開
催
、
家
族
連
れ
な
ど
大
勢
の

人
が
訪
れ
ま
す
。
郷
戸
（
ご
と
）
で

は
、
八
房
川
の
清
流
を
利
用
し
た
ニ

ジ
マ
ス
釣
り
大
会
、
尾
木
場
（
お
こ

ば
）
で
は
、
棚
田
を
泳
ぐ
め
だ
か
の

観
賞
や
景
品
付
餅
ま
き
大
会
（
田
の

神
祭
り
）、
野
下
（
の
し
た
）
で
は
、

野
山
に
自
生
し
た
ツ
ヅ
ラ
フ
ジ
を
使

っ
た
「
か
ず
ら
工
房
」
手
づ
く
り
体

験
、
桑
木
野
で
は
、
岩
屋
観
音
の
散

策
や
竹
炭
づ
く
り
の
体
験
な
ど
各
自

治
会
が
趣
向
を
凝
ら
し
た
催
し
を
実

施
。
メ
イ
ン
会
場
の
高
山
地
区
交
流

セ
ン
タ
ー
で
は
、
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー

や
地
元
で
採
れ
た
新
鮮
な
農
産
物
の

販
売
や
抽
選
会
な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

　
こ
の
ほ
か
に
も
「
高
山
山
学
校
」

を
開
設
。
竹
炭
、
布
ぞ
う
り
、
か
ず

ら
細
工
、
竹
細
工
な
ど
の
講
習
会
で

交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。 

年
の
七
月
に
は
、
手
づ
く
り
の

石
窯
が
完
成
。
ピ
ザ
つ
く
り
教

室
（
公
民
館
講
座
）
や
宿
泊
学
習
な

ど
で
利
用
し
、
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま

す
。 

域
の
親
ぼ
く
や
健
康
増
進
を
図

る
た
め
の
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
（
八
月
）
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
大
会
（
九
月
）、
地
区
大
運
動
会
（
十

一
月
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
み

ん
な
が
地
区
外
の
親
戚
や
知
人
、
友

だ
ち
を
連
れ
て
参
加
し
、
大
勢
で
楽

し
く
盛
り
上
が
り
ま
す
。
ま
た
、
今

年
は
、
調
理
場
を
新
設
し
、
健
康
づ

く
り
の
た
め
の
料
理
教
室
な
ど
を
計

画
し
て
い
ま
す
。 

後
は
、
豊
か
な
自
然
や
そ
こ
に

暮
ら
す
人
々
と
の
ふ
れ
あ
い
を

通
し
て
、
訪
れ
た
人
は
癒
や
し
と
安

ら
ぎ
を
感
じ
、
地
区
は
、
そ
こ
で
生

ま
れ
た
交
流
か
ら
元
気
を
も
ら
え
る

体
験
型
交
流
お
よ
び
滞
在
型
交
流
で
、

交
流
人
口
の
拡
大
に
努
め
た
い
で
す
。 

自 地 

昨 

今 

地 

市の面積　253.06㎞2

高山地区公民館 
（東市来地域） 

　
東
市
来
地
域
の
北
側
、
山
間
部
に
位

置
す
る
高
山
地
区
は
六
自
治
会
（
高
塚

東
・
高
塚
西
・
尾
木
場
・
郷
戸
・
桑
木

野
・
野
下
）
で
構
成
さ
れ
、
平
成
二
十

一
年
五
月
一
日
現
在
で
百
三
十
六
世
帯

二
百
四
十
六
人
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。 

　
少
子
高
齢
化
が
著
し
く
進
む
地
域
で

す
が
、
毎
年
十
一
月
の
最
終
日
曜
日
に

開
催
さ
れ
る
高
山
ふ
る
さ
と
秋
祭
り
に

は
、
地
区
内
外
か
ら
大
勢
の
人
が
訪
れ

活
気
に
あ
ふ
れ
ま
す
。 

今月の 
表　紙 

た
か
や
ま 



１　人件費の状況 ５　職員手当の状況（平成20年４月１日現在） 

８　年齢別職員構成の状況（平成20年４月１日現在） 

９　部門別職員数の状況（平成20年４月１日現在） 

６　特別職の給料・報酬等の状況（平成20年４月１日現在） 

７　一般行政職の級別職員数の状況（平成20年４月１日現在） 

３　職員の平均年齢、平均給料月額、平均給与月額の状況 

４　職員の初任給の状況（平成20年４月１日現在） 

２　ラスパイレス指数の状況 

ラスパイレス指数の状況（各年４月１日現在） 

　市の職員には、市長や市議会議員などの「特別職」の職員と、市庁舎や支所などの各施設で働く「一般職」（消防・
医療職などを含む）の職員がいます。現在、これらの職員に支払われている人件費（給与や報酬など）の総額は19
年度普通会計決算で30億 3,525万円、一人あたり給与費は約591万円となっています。 

　一般行政職と技能労務職（学校主事（労務職）、給食
調理員等）、教育職の平均年齢と平均給料月額等を国と
比較すると、次のようになります。 

　この指数は、国家公務員の給与水準を100とした場合
の地方公務員の給与水準を示す指数で、日置市は平成
20年４月１日現在で95.9となっています。 

人件費の状況（19年度普通会計決算） 

期末手当・勤勉手当 

退職手当 

扶養手当・住居手当・通勤手当 

住民基本台帳人口
（19年度末）

52,057人 23,023,931千円

歳出額
（A）

624,449千円

実質収支

4,339,716千円

人件費
（B）

18.84％

人件費率
（B／A）

職員給与費の状況（19年度普通会計決算） 

職員給与費の状況（19年度公営企業会計決算） 

事　業

水　道

病　院

16人

24人

68,991千円

100,912千円

513人 1,931,169千円 291,260千円 812,823千円 3,035,252千円 5,916千円

9,957千円

30,007千円

29,400千円

38,458千円

108,348千円

169,377千円

6,772千円

7,057千円

職員数
（A）

一人当たり
給与費
（B／A）

給　　　　与

給　　　　与

給　料

（注）１．類似団体平均とは、人口規模、産業構造が類似している
　　　　　団体のラスパイレス指数を単純平均したものです。

（注）１．職員手当には退職手当を含まない。
　　　２．職員数は平成19年4月1日現在の人数です。

職員手当 期末・勤勉
手当

計
B

職員数
（A）

一人当たり
給与費
（B／A）給　料 職員手当 期末・勤勉

手当
計
B

一般行政職 

技能労務職 

教育職 

区　　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

43.3歳 

43.7歳

41.1歳

43.9歳

日　　置　　市

鹿　児　島　県

国

類　似　団　体

337,339円 

333,700円

325,113円

340,746円

383,887円 

405,258円

－　円

398,421円

区　　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

49.8歳 

48.2歳 

53.8歳 

46.6歳

48.9歳

48.3歳

日　　置　　市

うち学校主事 

うち給食調理員

鹿　児　島　県

国

類　似　団　体

297,335円 

301,900円 

306,500円 

325,300円

284,679円

311,102円

316,420円 

329,618円 

311,880円 

383,412円

－　円

341,983円

区　　分

区　　分 日置市 鹿児島県 国

平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

37.7歳 

40.8歳

44.0歳

日　　置　　市

鹿　児　島　県

類　似　団　体

285,400円 

354,000円

342,414円

305,920円 

417,701円

366,625円

（注）１．「平均給料月額」とは、平成20年４月１日現在における職種ごとの
職員の基本給の平均である。

　　　２．「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、住居手
当、時間外勤務手当などのすべての諸手当の額を合計したものであり、
地方公務員給与実態調査において明らかにされているものです。

　
市
民
一
人
ひ
と
り
が
快
適
な
生
活
を
送
れ

る
よ
う
に
市
の
職
員
が
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
仕

事
に
携
わ
り
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
実

現
に
向
け
働
い
て
い
ま
す
。「
市
の
職
員
数
は
？
」

「
給
料
は
ど
れ
く
ら
い
？
」 

　
今
回
は
、
そ
ん
な
声
に
答
え
る
た
め
に
、

職
員
の
給
与
や
人
数
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

市
職
員
の
給
与

市
職
員
の
給
与
・ 

　
　
職
員
数
等
の
状
況

　
　
職
員
数
等
の
状
況 

市
職
員
の
給
与
・ 

　
　
職
員
数
等
の
状
況 

一般行政職
大学卒

高校卒

172,200円 

140,100円 

 

163,590円

133,095円

172,200円

140,100円

日置市 類似団体平均 全国市平均

102

101

100

99

98

97

96

95

94

93

（H20）
95.9

（H20）
97.1

（H15）
99.7

（H20）
98.3

（H15）
100.7

（H20）
95.9

（H20）
97.1

（H15）
99.7

（H20）
98.3

（H15）
100.7

・配偶者　月額13,000円

・配偶者がいない場合の１人目　月額11,000円

・配偶者以外の扶養親族１人につき　月額6,500円

※満15歳に達する日以後最初の4月1日から満22歳に達する日以後の

　最初の3月31日までの子は、１人につき5,000円を加算。

※支給内容は、国と同じ

１）借家・借間居住者（上限額27,000円）

　・月額家賃が23,000円以下の場合

　　　月額　月額家賃－12,000円

　・月額家賃が23,000円を越える場合

　　　月額 （月額家賃－23,000円）×1/2＋11,000円

２）持ち家居住者

　　　月額　2,500円

２km以上に支給（上限額　24,500円）

　　例）　２km以上～３km未満　　2,000円

　　　　　以後、１kmごとに400円を加算

区　分

区　分

勤続20年

勤続25年

勤続35年

最高限度額

勤続20年

勤続25年

勤続35年

最高限度額

23.50月分 

33.50月分 

47.50月分 

59.28月分 

32.76月分 

41.34月分 

59.28月分 

59.28月分 

23.50月分

33.50月分

47.50月分

59.28月分

30.55月分

41.34月分

59.28月分

59.28月分

日置市 国

19年度支給割合

期末手当 勤勉手当

１人当たり
平均支給額
（19年度）

1,584,000円 

1,761,000円

－

3.00月分 

2.95月分

3.00月分

1.45月分 

1.45月分

1.50月分

日 置 市 

鹿児島県

国

自
己
都
合

勧
奨
・
定
年

区　　分

区　　分

市　　　長

副　市　長

教　育　長

議　　　長

副　議　長

議　　　員

862,000円
（775,800円）
657,000円
（624,150円）
632,000円
（600,400円）
404,000円
（391,880円）
323,000円
（313,310円）
299,000円
（290,030円）

給　料

報　酬

19年度支給割合
3.3月分

（15％加算措置あり）

19年度支給割合
3.3月分

（15％加算措置あり）

月　　　額 期末手当

内　　　　　　　　容

扶養手当

住居手当

通勤手当

（注）月額（　）は、減額措置［10％～３％］を行った後の実質の支給額です。

　職員に適用される「給料表」は、職種および仕事の難易や責
任の度合いに応じて１級から７級に区分されています。職務の
区分と級別の職員数は次のとおりです。 

区分 

部　　　　門

合　計　　（H18.4.1現在　601人）

職員数
議　　会
総　　務
税

民　　生
衛　　生
農林水産
商　　工
土　　木
下 水 道
そ の 他
小　　計

5人
99人
35人
50人
32人
47人
9人
35人
5人
48人
365人
93人
71人
529人
23人
17人
40人
569人

一般行政
部門

普通会計
部門

公営企業等
会計部門

教育部門
消防部門
小　　計
病　　院
水　　道
小　　計

標準的な 
職務名 

主事補 
主　事 

13人 

3.9％ 

19人 

5.8％ 

119人 

36.1％ 

70人 

21.2％ 

65人 

19.7％ 

36人 

10.9％ 

８人 

2.4％ 

330人 

100％ 

主　任 
主　査 
係　長 

主　幹 
係　長 

課長補佐 
参　事 

課　長 
部　長 
支所長 

職員数 

構成比 

１級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 計 

60歳以上 

56～59 

52～55 

48～51 

44～47 

40～43 

36～39 

32～35 

28～31 

24～27 

20～23 

20歳未満 

職員数 職員数（人） 

1

68

58

97

73

53

60

72

44

34

8

0



★
　
事
前
の
防
災
対
策
は 

　
　
　
　
　
　
万
全
で
す
か
？ 

 

□
　
家
族
一
人
ひ
と
り
の
役
割
分
担

や
連
絡
方
法
の
確
認 

□
　
家
屋
の
点
検 

　
・
屋
根
（
瓦
や
ト
タ
ン
の
ひ
び
割

れ
、
ず
れ
が
な
い
か
。
ア
ン
テ

ナ
の
固
定
） 

　
・
外
壁
（
破
損
、
亀
裂
が
な
い
か
） 

　
・
雨
ど
い
（
落
ち
葉
や
土
砂
の
詰

ま
り
、
継
ぎ
目
の
は
ず
れ
が
な

い
か
） 

　
・
窓
ガ
ラ
ス
（
ひ
び
割
れ
、
破
損
、

ぐ
ら
つ
き
が
な
い
か
） 

　
・
雨
戸
（
が
た
つ
き
が
な
い
か
） 

　
・
ベ
ラ
ン
ダ
（
強
風
で
飛
ば
さ
れ

そ
う
な
も
の
が
な
い
か
） 

　
・
ブ
ロ
ッ
ク
塀
（
ひ
び
割
れ
、
傾

き
が
な
い
か
） 

　
・
屋
外
の
設
置
物
（
強
風
で
飛
ば

さ
れ
そ
う
な
も
の
が
な
い
か
） 

　
・
排
水
溝
（
落
ち
葉
や
土
砂
の
詰

ま
り
が
な
い
か
） 

□
　
近
所
の
危
険
箇
所
の
点
検 

□
　
避
難
場
所
と
避
難
経
路
の
確
認 

□
　
非
常
持
出
品
の
準
備 

　（
・
非
常
食
・
飲
料
水
・
懐
中
電
灯
・

携
帯
用
ラ
ジ
オ
（
乾
電
池
）・

救
急
医
薬
品
・
衣
類
・
生
活
用

品
・
貴
重
品
　
な
ど
） 

★
　
避
難
の
注
意
点 

 
　
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
な
ど
か
ら
流
れ
る
最
新
の
気
象

情
報
や
が
け
崩
れ
な
ど
の
前
兆
現
象

に
注
意
し
て
、
自
主
的
に
早
め
の
避

難
を
行
い
ま
し
ょ
う
。 

　
特
に
、
お
年
寄
り
や
子
ど
も
、
病

気
や
ケ
ガ
な
ど
で
体
の
不
自
由
な
方

が
い
る
家
庭
で
は
、
早
め
に
避
難
し
、

こ
れ
ら
の
方
々
に
は
、
家
族
だ
け
で

は
な
く
、
近
所
の
人
も
気
配
り
を
心

が
け
、
協
力
し
て
み
ん
な
で
行
動
す

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

　
こ
れ
か
ら
、
本
格
的
な
梅
雨
・
台
風
の
時
期
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

　
近
年
、
前
線
や
台
風
の
影
響
で
毎
年
の
よ
う
に
大
雨
に
見
舞
わ
れ
、
各
地

で
は
深
刻
な
土
砂
災
害
な
ど
の
災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
長
雨
に

加
え
、
暴
風
を
伴
う
大
雨
、
高
潮
や
突
風
な
ど
に
よ
り
大
き
な
災
害
が
発
生

す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。 

　
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
に
は
、
一
人
一
人
が
慌
て
ず
に
適
切
な
行
動
を

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、
皆
さ
ん
が
い
ざ
と
い
う
と
き

に
落
ち
着
い
て
行
動
で
き
る
よ
う
、
日
ご
ろ
か
ら
防
災
の
正
し
い
知
識
を
身

に
つ
け
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。 

梅
雨
・
台
風
へ
の
備
え
は
大
丈
夫
で
す
か
？ 

▲平成20年9月の台風15号による
　伊集院町上神殿での路肩決壊

土砂災害の前兆現象（早めの避難と市や防災関係機関への連絡をお願いします） 

【がけ崩れ】 
□斜面に亀裂が入る。
□水が湧き出してくる。
□小石が落ちてくる。
□がけから異様な音がする。

【土石流】 
□山鳴りがする。
□雨が降り続いているのに川
の水位が下がっている。
□川の水が濁ったり、流木が混
ざっている。

【地すべり】 
□沢や井戸の水が濁る。
□地面にひび割れができる。
□斜面から水が噴き出す。
□家やよう壁に亀裂が入る。
□家やよう壁、樹木が傾く

※表はこの強さの雨が１時間降り続いたと仮定した場合の目安を示しています。
※通常発生する現象や被害を記述しており、被害が異なる場合があります。

雨の強さと降り方 

10以上20未満

20以上30未満

30以上50未満

50以上80未満

80以上

やや強い雨

強い雨

激しい雨

猛烈な雨

ザーザーと降る。
“地面からの跳ね
返りで足元がぬれ
る。”

長く続く時は注意が必要。

土砂降り。
“傘をさしていても
ぬれる。”

側溝や下水、小さな川が
あふれ、小規模のがけ崩
れが始まる。

バケツをひっくりか
えしたように降る。
“道路が川のよう
になる。”

山崩れ、がけ崩れが起き
やすくなり、危険地帯では
避難の準備が必要。

滝のように降る。
（ゴーゴーと降り続
く）
“車の運転は危
険”

都市部では地下に雨水
が流れ込む場合がある。
土石流が起こりやすい。
多くの災害が発生する。

息苦しくなるような
圧迫感がある。恐
怖を感じる。

雨による大規模な災害の
発生するおそれが強く、厳
重な警戒が必要。

非常に
激しい雨

１時間雨量
（mm）

人の受けるイメージ
“人への影響など” 災害発生状況予報用語

※表に示した風速は、10分間の平均風速です。
※通常発生する現象や被害を記述しており、被害が異なる場合があります。

風の強さと吹き方 

10以上15未満

15以上20未満

20以上25未満

25以上30未満

30以上

やや強い風

強い風

非常に
強い風

猛烈な風

風に向かって歩き
にくくなる。傘がさ
せない。 取り付けの不完全な看板

やトタン板が飛び始める。

風に向かって歩け
ない。転倒する人
も出る。

ビニールハウスが壊れ始
める。

しっかりと身体を
確保しないと転倒
する。車の運転は
危険

鋼製シャッターが壊れ始
める。風で飛ばされた物で
窓ガラスが割れる。

立っていられない。
屋外での行動は
危険。樹木が根こ
そぎ倒れ始める。

ブロック塀が壊れ、取り付
けの不完全な屋外外装
材がはがれ、飛び始める。

屋根が飛ばされたり、木
造住宅の全壊が始まる。

平均風速
（m/秒）

人への影響
など 建造物の被害予報用語

　大規模な災害時には、市や消防署、消防団などの防災関係機関（公助）だけでは、ライフライン（道路な
ど）の損壊や多数の災害発生により、十分な防災活動はできなくなることが予想されます。
　「自分の身は自分で守る」（自助）ことが原則ですが、個々人がばらばらに行動すれば、地域の混乱は一
層大きくなります。そんなとき、大きな力を発揮するのが、地域でつくる自主防災組織（共助）です。
　自主防災組織は、「自分たちの地域は自分たちで守る」という意識に基づき、
地域住民が自主的に連帯して防災活動を行う組織です。

★つくりましょう! 
　地域内の危険な場所、安全な場所、
なんらかの手助けが必要な人（災害時
要援護者）など、地域の実情を最も知
っているのはその地域の方々です。 
　力を併せて防災力を高めましょう。 

組織の活動
「平常時」
・組織の確立・訓練の実施
・知識の普及・地域の把握　など
「災害時」
・情報の収集・避難の誘導
・初期消火・給食・給水　など

★参加しましょう! 
　市内には、組織化（○○防災会など）
し、日ごろから、避難訓練などさまざ
まな活動をしている地域（自治会）が
あります。 
　積極的に活動に参加し、災害に強い
まちをつくりましょう。 

お問い合わせ先　本庁総務課又は各支所地域振興課 

災害時の避難所一覧 
地　域 避　　　難　　　所

高山地区公民館
上市来地区公民館
東市来保健センター
湯田地区公民館
伊作田地区公民館
皆田地区公民館体育館
美山小学校体育館
上市来小学校体育館
鶴丸小学校体育館
湯田小学校体育館
伊作田小学校体育館
川原記念館
吹上中央公民館
藤元地区体育館
平鹿倉地区公民館
永吉地区体育館
坊野部消防詰所
和田小学校
吹上老人福祉センター
花田小学校
野首地区公民館
吹上地区公民館
永吉保育所
吹上浜公園体育館

27 4－9 8 5 6
2 7 4－3 6 6 5
2 7 4－2 1 1 1
2 7 4－2 8 6 3
2 7 4－9 8 7 0
2 7 4－2 1 5 2
2 7 4－2 2 0 3
2 7 4－9 3 0 2
2 7 4－2 1 0 3
2 7 4－2 0 4 3
2 7 4－2 7 1 8
2 7 4－2 1 1 1
2 9 6－2 1 2 4
2 9 6－2 8 9 6
2 9 6－2 8 8 9
2 9 7－2 0 0 5
2 9 6－2 1 1 1
2 9 6－2 1 3 4
2 9 6－2 3 9 4
2 9 6－2 1 4 9
2 9 6－2 1 2 7
2 9 6－2 0 8 3
2 9 7－2 5 5 9
2 9 6－3 0 7 7

日置市中央公民館
飯牟礼児童館
土橋児童館
伊集院北児童館
妙円寺児童館
伊集院地区公民館
伊集院武道館
伊集院小学校体育館
伊集院中学校体育館
伊集院総合体育館
伊集院北小学校体育館
伊集院北中学校体育館
土橋小学校体育館
土橋中学校体育館
飯牟礼小学校体育館
妙円寺小学校体育館
中区集会施設
扇尾地区公民館
日吉老人福祉センター
日吉中央公民館
山田公民館
住吉小学校体育館
日吉総合体育館

27 3－1 9 1 9
2 7 3－1 6 3 2
2 7 3－9 1 3 0
2 7 3－0 7 6 9
2 7 2－4 5 5 0
2 7 3－0 3 1 5
2 7 3－2 1 1 1
2 7 3－4 8 5 2
2 7 3－4 8 5 1
2 7 3－1 0 3 3
2 7 3－4 8 5 8
2 7 2－4 9 9 6
2 7 3－9 3 3 1
2 7 3－9 2 3 0
2 7 3－2 5 8 0
2 7 3－1 8 2 2
2 9 2－4 3 0 2
2 9 2－4 0 6 0
2 9 2－2 3 2 1
2 9 2－2 0 0 1
2 9 2－2 1 1 1
2 9 2－2 0 2 2
2 9 2－2 0 5 6

電話番号 地　域 避　　　難　　　所 電話番号

東
市
来
地
域

一
　
　
次

一
　
　
次

二
　
次

伊
　
集
　
院
　
地
　
域

日
　
吉
　
地
　
域

一
　
　
次

一
　
次

二
　
　
　
次

二
　
次

二
　
次

吹
　
上
　
地
　
域

※二次避難所は、一次避難所で対応できない場合に開設します。



日置市地域自立支援協議会が設置されました 日置市地域自立支援協議会が設置されました 日置市地域自立支援協議会が設置されました 　
生
ま
れ
育
っ
た
「
ふ
る
さ
と
」
を

応
援
し
た
い
、「
ふ
る
さ
と
」
に
貢

献
し
た
い
と
い
う
方
々
の
思
い
を
生

か
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
住
民
税

に
対
す
る
寄
附
金
税
制
を
拡
充
す
る

こ
と
で
導
入
さ
れ
た
「
ふ
る
さ
と
納

税
制
度
」
が
昨
年
五
月
か
ら
始
ま
り

ま
し
た
。 

　
こ
の
「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」
は
、

日
置
市
へ
直
接
寄
附
し
て
い
た
だ
く

「
日
置
市
寄
附
金
」
と
鹿
児
島
県
と

県
内
市
町
村
が
「
か
ご
し
ま
応
援
寄

附
金
募
集
推
進
協
議
会
」
を
設
立
し
、

鹿
児
島
県
に
ゆ
か
り
の
あ
る
県
外
在

住
の
方
々
に
対
し
て
、
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
む
「
か
ご
し
ま
応
援
寄
附

金
」
が
あ
り
ま
す
。「
か
ご
し
ま
応

援
寄
附
金
」
は
県
が
受
入
窓
口
と
な

り
、
寄
附
金
額
の
六
割
が
市
町
村
に

配
分
さ
れ
ま
す
。
本
年
三
月
ま
で
に
、

五
十
一
件
の
個
人
・
団
体
の
皆
さ
ま

か
ら
総
額
六
百
八
十
八
万
八
千
円
の

ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
日
置
市
で
は
、
皆
さ
ま
か
ら
お
寄

せ
い
た
だ
い
た
寄
附
金
を
、「
環
境

の
保
護
、
健
康
・
福
祉
の
増
進
、
観

光
・
産
業
の
振
興
、
ひ
と
づ
く
り
の

た
め
の
教
育
、
市
民
と
の
協
働
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
」
の
た
め
の
事
業
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
が
、

寄
附
金
の
お
申
し
込
み
の
際
に
、「
福

祉
の
増
進
」
や
「
小
中
学
校
の
図
書

購
入
費
」
な
ど
、
使
い
み
ち
を
指
定

い
た
だ
い
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
寄

附
し
て
い
た
だ
い
た
方
の
意
向
を
反

映
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

　
今
後
も
、「
日
置
市
」
を
よ
り
応

援
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
市
民
の

皆
さ
ま
の
ご
協
力
が
必
要
で
す
。
市

外
で
活
躍
さ
れ
る
ご
家
族
や
ご
友
人

へ
の
呼
び
か
け
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 

【
平
成
二
十
年
度
中
に
い
た
だ
い

た
寄
附
者
の
紹
介
】 

　
居
住
地
お
よ
び
氏
名
の
公
表
を

了
解
い
た
だ
い
た
方
々
を
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

・
徳
重
　
勝
法
　
　
兵
庫
県
西
宮
市

・
本
田
　
勝
彦
　
　
東
京
都
目
黒
区

・
宮
　
　
葉
子
　
　
神
奈
川
県
小
田
原
市

・
牧
之
内
隆
久
　
　
東
京
都
三
鷹
市

・
的
場
　
　
貴
　
　
神
奈
川
県
横
浜
市

・
吹
上
青
松
太
鼓
保
存
振
興
会

　
会
長
　
北
野
　
和
則
　
　
日
置
市

・
桑
木
野
守
人
　
　
東
京
都
あ
き
る
野
市

・
山
下
　
俊
弘
　
　
東
京
都
町
田
市

・
有
馬
　
一
郎
　
　
岡
山
県
倉
敷
市

・
山
口
　
勝
義
　
　
長
崎
市

・
堀
之
内
岳
志
　
　
東
京
都
調
布
市

・
満
冨
　
和
郎
　
　
千
葉
市

・
牧
之
内
繁
男
　
　
福
岡
市

・
千
田
　
哲
生
　
　
東
京
都
日
野
市

・
今
村
　
武
夏
　
　
東
京
都
品
川
区

・
山
下
　
佐
明
　
　
山
梨
県
甲
府
市

・
碇
本
　
博
一
　
　
東
京
都
新
宿
区

・
前
田
　
国
次
　
　
東
京
都
練
馬
区

・
大
森
　
康
宏
　
　
神
奈
川
県
横
浜
市

・
和
田
　
　
紘
　
　
千
葉
市

・
井
之
上
善
行
　
　
東
京
都
西
東
京
市

・
坂
口
　
三
郎
　
　
栃
木
県
宇
都
宮
市

・
和
田
　
幸
一
　
　
東
京
都
文
京
区

・
植
竹
　
　
泉
　
　
東
京
都
杉
並
区

・
石
田
カ
ズ
子
　
　
東
京
都
中
野
区

・
松
尾
　
俊
一
　
　
千
葉
県
館
山
市

・
　
澤
　
正
人
　
　
千
葉
県
市
原
市

・
藏
元
　
隆
雄
　
　
北
海
道
札
幌
市

・
東
　
　
泰
秀
　
　
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市

・
福
山
　
喜
弘
　
　
東
京
都
世
田
谷
区

・
坂
口
　
健
治
　
　
東
京
都
新
宿
区

・
門
松
　
　
誠
　
　
大
阪
市
城
東
区

・
下
茂
　
　
忍
　
　
大
阪
府
河
内
長
野
市

・
吉
川
　
晶
子
　
　
京
都
府
向
日
市

・
有
馬
千
代
子
　
　
京
都
府
向
日
市

・
高
田
　
博
文
　
　
京
都
府
向
日
市

・
有
馬
フ
ミ
子
　
　
京
都
府
向
日
市

・
大
森
差
喜
子
　
　
大
阪
市
平
野
区

・
田
代
　
正
行
　
　
三
重
県
四
日
市
市

・
田
代
　
愛
子
　
　
三
重
県
四
日
市
市

・
池
畑
　
武
俊
　
　
兵
庫
県
神
戸
市 

・
鮫
島
　
廣
海
　
　
和
歌
山
県
岩
出
市

・
山
之
内
昭
二
　
　
大
阪
府
堺
市

・
岡
元
伊
曽
子
　
　
兵
庫
県
西
宮
市

・
廣
瀬
み
ど
り
　
　
岐
阜
県
穂
積
町

・
上
田
平
ひ
と
み
　
大
阪
市
中
央
区

※
　
ほ
か
に
五
人
の
方
か
ら
寄
附
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

５１
件
の
個
人
・
団
体
の
皆
さ
ま
か
ら
、
総
額
6
百
８８
万
8
千
円
の
ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

寄附金の使いみち 

奨学資金貸付基金
日吉地域幼稚園・小中学校の図書購入費
日吉地域体育文化講演会補助金
子育て支援事業
健康づくり推進対策事業
農道等施設整備事業
夢づくり事業
（特色ある学校づくりを推進する事業）
寄附者の指定があった事業への活用

活用年度

20年度

21年度

内　　　　容

※　手続きについては、「日置市寄附金申込書」が市ホームページからダウンロードできるほか、郵送でもお送りし

ますので下記連絡先にお問い合わせください。

【お問い合わせ先】

寄附金の手続きに関すること　　本庁財政管財課財政１・２係または各支所地域振興課財政管財係

税の軽減措置に関すること　　居住地管内の税務署もしくは本庁税務課市民税係または各支所地域振興課市民税係

電話番号（代表）　　本　　庁 099-273-2111　　東市来支所 099-274-2111　　日吉支所 099-292-2111　

　　　　　　　　　　吹上支所 099-296-2111

　日置市地域自立支援協議会は、障害をお持ちの方で「仕事をしたい」、「施設で訓練をしたい」などの声や

サービスを提供するまでのシステムの課題などを地域全体で解決するため、日置市の各関係機関・団体によ

って設立された協議会です。障害のある人もない人も共にいきいきと生活できる社会づくりを目指します。 

　日置市では、障害をお持ちの方やそのご家族の方の相談に対して支援を行うための、相談支援事業を実施

しております。障害をお持ちの方で生活に関して困っていることなどありましたら、お気軽に下記の相談支

援事業所までご相談ください。 

日吉地域 吹上地域 

障害者相談支援事業のご案内 

日置市地域自立支援協議会のイメージ図 

精神障害関係 

日吉町日置197
Tel246－8177　Fax246－8171

吹上町湯之浦2758
Tel296－2308　Fax296－5303

伊集院町郡２丁目33
Tel273－3767　Fax273－3767

伊集院地域 東市来地域 

伊集院町郡2075
Tel273－3211　Fax273－2625

東市来町湯田7107－８
Tel274－2061　Fax274－2090

日置市地域自立支援協議会 

自立支援協議会事務局会議 
就労部会 

こども部会 

居宅サービスを 
利用したい 
（個別支援会議） 

施設で訓練 
したい 
（個別支援会議） 

仕事をしたい 
（個別支援会議） 

【事務局】日置市役所内 
　福祉課　Tel273－2111 
　　　　　内線 1126

ニーズ、課題、 
困難ケース等 
の提案・報告 

提案・報告 連　携 

提案 
報告 

提案 
助言 日　置　市 

専門部会 



平成21年度　市税納期のお知らせ 

　
熊
本
国
税
局
管
内
の
全
税
務
署
で

は
五
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
、
滞
納

整
理
強
化
月
間
を
実
施
し
ま
す
。 

　
本
年
の
強
化
月
間
は
、
平
成
二
十

年
の
確
定
申
告
分
を
中
心
に
、
督
促

を
受
け
て
も
納
付
が
な
く
、
納
税
に

誠
意
の
認
め
ら
れ
な
い
滞
納
者
に
対

し
て
、
厳
正
な
滞
納
処
分
を
行
い
ま

す
。 

　
取
引
先
を
調
査
し
て
売
掛
金
な
ど

の
債
権
差
押
え
の
処
分
や
家
屋
、
事

務
所
を
捜
索
し
て
動
産
や
不
動
産
の

差
押
え
、
公
売
な
ど
の
処
分
を
行
う

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

　
も
し
納
税
が
お
済
み
で
な
け
れ
ば
、

お
早
め
に
！ 

 【
お
問
い
合
わ
せ
先
】 

　
伊
集
院
税
務
署 

　
電
話
0
9
9
‐
2
7
3
‐
2
5
4
1
 

　
※
　
自
動
音
声
案
内 

滞
納
整
理
強
化
月
間
が 

　
　
　
　始
ま
り
ま
す
！ 

市税の納付は、便利で確実な口座振替を利用しましょう!

毎月25日が口座振替日です 

［　注　　意　］ 

手続きは、あなたの預貯金口座のある金融機関へお申し込みください。 

（取扱金融機関）　鹿児島銀行　南日本銀行　鹿児島信用金庫　さつま日置農協
　　　　　　　　鹿児島相互信用金庫　鹿児島県信用漁協連合会江口支店　ゆうちょ銀行

【お問い合わせ先】
本庁税務課　　　　　　TEL099－273－2111　　日吉支所地域振興課　　TEL099－292－2111　
東市来支所地域振興課　TEL099－274－2111　　吹上支所地域振興課　　TEL099－296－2111　

（振替日が、土・日・祝日に重なった場合、翌平日が振替日となります）

必要なもの：１．預金通帳　　　　　２．印鑑（＊預金通帳使用のもの） 
　　　　　　３．納税義務者氏名　　４．振替える税目（税金の種類） 

○毎月24日までに、貯金残高が不足していないか確認をお願いいたします。

○振替の口座を解約したり、変更したりする場合、必ず申込みの金融機関で解約届もしくは変更届を行ってください。

○普通徴収については、納付書もしくは口座振替による納付、特別徴収については、年金からの天引きになります。

４月

５月

６月

７月

８月
９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

軽 自 動 車 税
固 定 資 産 税
市 県 民 税
国 民 健 康 保 険 税
固 定 資 産 税
国 民 健 康 保 険 税
市 県 民 税
国 民 健 康 保 険 税
市 県 民 税

国 民 健 康 保 険 税
固 定 資 産 税
国 民 健 康 保 険 税
市 県 民 税
固 定 資 産 税
国 民 健 康 保 険 税

国 民 健 康 保 険 税

国 民 健 康 保 険 税

国 民 健 康 保 険 税

国 民 健 康 保 険 税
市 県 民 税

国 民 健 康 保 険 税
市 県 民 税

国 民 健 康 保 険 税
市 県 民 税

４月期

６月期

８月期

１０月期

１２月期

２月期

４月

６月

８月

１０月

１２月

２月

５月１５日～ ６月１日

６月１５日～ ６月３０日

７月１５日～ ７月３１日

８月１５日～ ８月３１日
９月１５日～ ９月３０日
１０月１５日～１１月２日

１１月１５日～１１月３０日

１２月１０日～１２月２５日

１月１５日～２月１日

２月１０日～３月１日

年分
１期

１期

２期

２期
３期
３期

４期
３期
５期
４期
４期
６期

区分
月 普通徴収税目 納　　期　　限 特別徴収税目 期　別 納 期期別

平成21年度自衛官等募集案内 
●自衛官募集HP●http：//www．mod．go．jp/gsdf/jieikanbosyu/

防衛大学校学生 防衛医科大学校学生 航空学生 

自衛隊幹部（パイロットを含む）を養
成する学校。４年間の課程を経て、陸・
海・空の各幹部候補生学校（１年）
を卒業すると幹部になります。

自衛隊の医師である幹部自衛官を
養成する学校。卒業後、各幹部候
補生学校（６週間）で教育を受けたう
え、医師国家試験に合格した者は、
医師免許が与えられ、幹部自衛官（２
尉）になります。

海上・航空自衛隊のパイロット等に
なる幹部自衛官養成コース。高校等
卒業後、最も早くパイロットになれます。
視力基準も緩和されました。

看護学生 一般曹候補生 

陸上自衛隊で看護業務を行う看護
陸曹（看護師）を養成するコース。３
年間の高等看護学院での教育の後、
国家試験を受験します。

曹となる自衛官を養成するコース。陸・
海・空の各部隊で経験を積み、入隊
後２年９カ月経過以降、選考により曹
に昇任します。

2等陸・海・空士 

陸は２年、海・空は３年の任期制隊員
のコース。継続任用も可能で、選抜
試験に合格すれば、曹へ進むことも
できます。

平和を、 
仕事にする。 平和を、 
仕事にする。 

詳しくは・・・ 
  【自衛隊鹿児島募集案内所】 
　　099－251－7802（FAX兼）、099－253－9781 
　　HP）http：//www．mod．go．jp/pco/kagoshima/ 
　　Mail）pco．kagoshima－area@wing．ocn．ne．jp 
  【市役所総務課又は各支所地域振興課】 

注）１　※１　平成22年3月中学校・高等学校卒業予定者、中等教育学校前期課程修了予定者又は中等教育学校卒業予定者の受付については、上
表にかかわらず、文部科学・厚生労働両省から示された期日以降実施します。

　　２　※２　平成22年3月高等学校卒業予定者又は中等教育学校卒業予定者のための採用試験は、原則として平成21年9月16日以降に行います。
　　３　上記は、本年度8月以降受付開始の募集案内です。年度初めには、幹部候補生の試験も実施されています。

採用予定通知書で
お知らせします。

試験時にお知らせし
ます。

１次　12月4日
最終　22年2月16日

22年4月上旬

22年4月上旬

22年3月下旬
　～4月下旬

22年3月下旬
　～4月下旬

22年3月下旬
　～4月下旬

22年3月下旬
　～4月下旬

１次　12月4日
最終　22年2月12日

１次　10月9日
２次（海）11月9日
　　（空）11月5日
最終　22年1月22日

１次　11月5日
最終　22年1月8日

１次　10月 2日
最終　11月11日

11月13日

1次　11月 7・ 8日
2次　12月15～19日

1次　10月31日
　　　11月 1日
2次　12月 2～ 4日

1次　 9月23日
2次　10月17～22日
3次　11月14日
　　　　～12月18日

1次　10月24日
2次　11月21・22日

1次　 9月19日
2次　10月 8日
　　　　　～15日

受付時にお知らせし
ます。　　　　※２

9月27・28日

11月4日 22年4月上旬9月26・27日

9月7日
～10月2日

9月7日
～10月2日

8月1日
～9月11日

※１

8月1日
～9月11日

※１

年間を通じて
行っておりま
す。　　 ※１

8月1日
～9月11日

※１

9月7日
～10月2日

9月5日
～9月9日

防衛医科大学校
学 生

航 空 学 生

看 護 学 生

一 般 曹 候 補 生

２等
陸・海・空士

男子

女子

防衛大学校
学 生

高卒（見込含）
21歳未満の方

（自衛官は23歳未満）

高卒（見込含）
21歳未満の方

高卒（見込含）
21歳未満の方

高卒（見込含）
24歳未満の方

18歳以上
27歳未満の方

18歳以上
27歳未満の方

18歳以上
27歳未満の方

高卒（見込含）
21歳未満の方

（推薦については高
等学校長の推薦等
が別途必要です。）

推薦

一般

募集種目 資　　格 受付期間 試験期日 合格発表 入（校）隊



　
日
置
市
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
就
農

支
援
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
中
の
「
農

業
後
継
者
就
農
祝
い
金
」
の
初
め
て

の
交
付
式
が
四
月
二
十
七
日
、
市
役

所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
祝
い
金
は
、
一
年
間
の
農
業

後
継
者
支
援
金
の
交
付
期
間
を
終
了

し
、
後
継
者
と
し
て
就
農
し
た
こ
と

に
よ
り
交
付
さ
れ
る
も
の
で
す
。 

　
今
回
、
支
給
を
受
け
た
の
は
、
松

崎
秀
樹
さ
ん
（
東
市
来
、
ソ
リ
ダ
ゴ
）

と
前
田
恵
美
子
さ
ん
（
東
市
来
、
い

ち
ご
）。 

　
松
崎
さ
ん
は
「
農
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
両
親
か
ら
学
び
、
品
質
の
良
い
品

物
を
出
荷
し
、
少
し
で
も
所
得
向
上

に
向
け
努
力
し
た
い
」、
前
田
さ
ん

は
「
栽
培
技
術
を
磨
き
、
い
ち
ご
部

門
を
任
せ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
努
力

し
た
い
」
と
そ
れ
ぞ
れ
決
意
を
述
べ

ま
し
た
。 

　
後
継
者
支
援
・
新
規
就
農
支
援
制

度
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
先 

　
農
林
水
産
課
農
政
係
　 

　
電
話
０
９
９
‐
２
７
３
‐
２
１
１
１

　（
内
線
１
１
５
３
） 

農
業
後
継
者
就
農
祝
い
金
で
支
援 

農
林
水
産
課 

　
農
産
物
直
売
所
「
ひ
ま
わ
り
館
」（
吹

上
）
の
五
周
年
誕
生
際
が
四
月
二
十

六
日
、
同
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
和
田
小
学
校
児
童
に
よ
る
、
威
勢

の
い
い
、
ひ
ま
わ
り
竹
太
鼓
が
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
を
飾
り
ま
し
た
。 

　
店
内
は
野
菜
を
抱
え
た
人
た
ち
で

混
雑
し
、
レ
ジ
待
ち
の
客
で
長
蛇
の

列
が
出
来
る
ほ
ど
の
盛
況
、
終
日
大

勢
の
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。 

　「
も
の
を
作
る
だ
け
で
な
く
、
販

売
を
通
し
て
学
生
と
消
費
者
と
の
勉

強
も
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
」
と
県

立
農
業
大
学
校
の
学
生
十
人
も
自
分

た
ち
が
育
て
た
農
産
物
を
販
売
し
て

い
ま
し
た
。 

　
日
置
市
の
南
の
玄
関
口
と
し
て
、

地
域
の
特
産
品
販
売
や
、
地
域
情
報

を
発
信
し
て
い
る
直
売
所
が
、
今
後

も
ま
す
ま
す
に
ぎ
わ
う
こ
と
を
期
待

し
た
い
も
の
で
す
。 

５
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ま
し
た ひ

ま
わ
り
館
誕
生
際 

　
都
市
農
村
交
流
施
設
「
チ
ェ
ス
ト

館
」（
伊
集
院
）
が
平
成
十
四
年
の

オ
ー
プ
ン
以
来
、
初
め
て
新
卒
者
（
正

規
職
員
）
を
採
用
し
、
入
社
式
が
四

月
一
日
、
同
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
入
社
し
た
の
は
、
有
馬
早
弥
花
さ

ん
（
鹿
児
島
城
西
高
校
卒
）。
　 

　
辞
令
交
付
の
後
「
お
客
様
に
は
笑

顔
で
思
い
や
り
を
持
っ
て
接
し
、
地

産
地
消
の
館
と
し
て
繁
栄
し
ま
す
よ

う
に
精
進
し
ま
す
」
と
、
誓
い
の
こ

と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。 

笑
顔
で
思
い
や
り
を
持
っ
て
接
し
ま
す 

伊
集
院
都
市
農
村
交
流
施
設
「
チ
ェ
ス
ト
館
」
入
社
式 

　
日
吉
地
域
に
あ
る
「
御
菓
子
司
　

前
田
家
」
の
お
菓
子
「
帯
刀
公
の
郷

薩
摩
芋
新
」
が
、
食
品
産
業
セ
ン
タ

ー
主
催
の
優
良
ふ
る
さ
と
食
品
中
央

コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、
農
林
水
産

省
総
合
食
料
局
長
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。 

　
こ
の
お
菓
子
は
、
昨
年
県
知
事
賞

を
受
賞
し
、
鹿
児
島
県
代
表
と
し
て

全
国
ふ
る
さ
と
食
品
コ
ン
ク
ー
ル
へ

の
出
展
を
推
薦
さ
れ
、
新
製
品
開
発

部
門
で
表
彰
を
受
け
た
も
の
で
す
。 

　「
小
松
帯
刀
公
」
を
し
の
ん
で
作

ら
れ
た
こ
の
お
菓
子
、
外
観
は
サ
ツ

マ
イ
モ
の
形
を
し
て
い
て
、
ほ
っ
く

り
し
た
甘
さ
の
芋
あ
ん
を
使
用
し
た

焼
き
菓
子
で
す
。 

農
林
水
産
省
　
総
合
食
料
局
長
賞
を
受
賞 

優
良
ふ
る
さ
と
食
品
中
央
コ
ン
ク
ー
ル 

　
鶴
丸
地
区
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
に

よ
る
見
守
り
活
動
が
四
月
六
日
、
鶴

丸
小
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
今
回
の
取
り
組
み
は
、
同
日
行
わ

れ
た
同
校
入
学
式
に
合
わ
せ
て
新
入

学
児
童
や
そ
の
保
護
者
に
対
し
防
犯

意
識
の
啓
発
促
進
を
図
る
と
と
も
に

同
隊
の
活
動
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
児
童

や
保
護
者
に
安
心
感
を
付
与
す
る
目

的
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
隊
員
は
式
を
終
え
て
下
校
す
る
子

ど
も
た
ち
に
声
を
掛
け
な
が
ら
防
犯

に
関
す
る
チ
ラ
シ
を
配
り
注
意
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。 

　
見
守
り
活
動
は
新
入
学
児
童
に
と

っ
て
身
の
回
り
の
危
険
に
つ
い
て
知

る
い
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。 

子
ど
も
の
安
全
・
安
心
を
守
ろ
う 

鶴
丸
地
区
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
見
守
り
活
動 

　
日
置
市
男
女
共
同
参
画
講
演
会
が

　
三
月
二
十
四
日
、
市
中
央
公
民
館

で
開
催
さ
れ
、
日
置
市
男
女
共
同
参

画
推
進
懇
話
会
委
員
な
ど
約
五
十
人

が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
講
演
会
は
、
男
女
共
同
参
画

に
関
す
る
基
礎
的
な
知
識
を
学
ぶ
た

め
に
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

　
講
師
の
鹿
児
島
県
男
女
共
同
参
画

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
大
原
タ
ツ
子
さ
ん
は

「
も
っ
と
元
気
に
　
も
っ
と
生
き
生

き
と
」
を
テ
ー
マ
に
、
自
身
の
体
験

を
通
し
て
「
今
日
が
一
番
若
い
日
と

考
え
る
こ
と
が
大
切
で
、
今
生
き
て

い
る
命
を
大
切
に
し
た
い
」
と
訴
え

か
け
ま
し
た
。 

　
講
演
会
終
了
後
、
第
二
回
日
置
市

男
女
共
同
参
画
推
進
懇
話
会
も
開
催

さ
れ
、
男
女
共
同
参
画
を
推
し
進
め

る
た
め
に
、
大
原
さ
ん
と
、
さ
ま
ざ

ま
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
本
市
で
は
、
平
成
二
十
年
三
月
に

日
置
市
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
を

策
定
し
、
同
懇
話
会
で
は
、
こ
の
計

画
を
地
域
に
お
い
て
推
進
す
る
た
め

に
多
様
な
テ
ー
マ
で
協
議
を
行
っ
て

い
ま
す
。 

　
市
民
の
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
一
度
ご
聴

講
く
だ
さ
い
。 

も
っ
と
元
気
に
　
も
っ
と
生
き
生
き
と 

日
置
市
男
女
共
同
参
画
講
演
会 

　
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
と
地
域

安
全
運
動
の
出
発
式
が
四
月
六
日
、

市
役
所
前
で
行
わ
れ
警
察
や
交
通
安

全
協
会
、
市
役
所
職
員
な
ど
約
六
十

人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
式
で
は
、
宮
路
市
長
、
林
日
置
警

察
署
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
池
田
響

子
さ
ん
（
飯
牟
礼
小
六
年
）
が
「
交

通
安
全
は
百
点
が
取
れ
る
よ
う
に
が

ん
ば
り
た
い
」
と
交
通
安
全
・
防
犯

作
文
の
発
表
を
行
い
、
そ
の
後
交
通

安
全
を
呼
び
か
け
る
パ
レ
ー
ド
へ
出

発
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
日
は
、
国
道
３
号
（
東
市
来

町
長
里
）
で
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も

行
わ
れ
、
交
通
安
全
協
会
の
メ
ン
バ

ー
ら
が
ド
ラ
イ
バ
ー
に
チ
ラ
シ
を
配

布
、
交
通
安
全
と
地
域
安
全
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。 

　
交
通
安
全
運
動
は
、
十
五
日
ま
で

地
域
安
全
運
動
は
、
二
十
日
ま
で
実

施
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
期
間
中
は
、
各

地
域
で
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

安
心
・
安
全
な
ま
ち
に 

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
・
全
国
地
域
安
全
運
動 

▲池田響子さん

▲松崎秀樹さん（左から２人目）前田恵美子さん（左から４人目）

▲有馬早弥花さん（左から２人目）

た
て
わ
き
こ
う
の
さ
と 

さ
つ
ま
い
し
ん 



　
東
市
来
地
域
の
尾
木
場
地
区
で
四

月
五
日
、「
棚
田
散
策
＆
山
菜
狩
り
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
小
雨
の
降
る
中
、
鹿
児
島
市
な
ど

か
ら
十
八
グ
ル
ー
プ
六
十
八
人
が
参

加
、
タ
ケ
ノ
コ
堀
り
や
山
菜
狩
り
を

楽
し
み
ま
し
た
。 

　
会
場
で
は
、
慣
れ
な
い
く
わ
を
使

っ
て
一
生
懸
命
タ
ケ
ノ
コ
を
掘
る
子

ど
も
や
畑
一
面
の
ワ
ラ
ビ
を
袋
い
っ

ぱ
い
に
取
っ
て
い
る
家
族
の
姿
が
見

ら
れ
ま
し
た
。 

　
昼
食
後
に
は
地
元
で
取
れ
た
米
や

イ
チ
ゴ
な
ど
が
当
た
る
抽
選
会
も
行

わ
れ
、
番
号
が
読
み
上
げ
ら
れ
る
た

び
に
大
き
な
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま

し
た
。 

　
参
加
者
は
、「
昔
の
面
影
の
残
る

尾
木
場
の
さ
わ
や
か
な
空
気
や
地
元

の
方
の
温
か
さ
に
触
れ
、
懐
か
し
さ

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今

回
の
参
加
だ
け
で
は
も
っ
た
い
な
い

の
で
、
ま
た
風
景
を
眺
め
に
来
た
い

で
す
」
な
ど
、
今
回
の
体
験
に
大
満

足
し
た
様
子
で
し
た
。 

懐
か
し
さ
を
感
じ
た
「
棚
田
散
策
＆
山
菜
狩
り
体
験
」 

尾
木
場
め
だ
か
の
里 

　
三
月
十
三
日
に
日
吉
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
、
十
四
日
に
伊
作
地
区
公

民
館
（
吹
上
）
で
キ
ム
チ
作
り
教
室

を
行
い
、
二
十
七
人
が
参
加
し
ま
し

た
。 

　
こ
れ
は
東
市
来
文
化
交
流
セ
ン
タ

ー
で
行
っ
て
い
た
同
教
室
を
、
国
際

交
流
員
の
李
濬
京
（
リ
・
ジ
ュ
ン
ギ

ョ
ン
）
さ
ん
が
市
全
地
域
に
広
げ
よ

う
と
企
画
し
た
も
の
。 

　
粉
唐
辛
子
、
ニ
ン
ニ
ク
、
生
姜
、

ア
ミ
の
塩
辛
な
ど
を
ペ
ー
ス
ト
状
に

し
た
ヤ
ム
ニ
ョ
ム
と
呼
ば
れ
る
タ
レ

を
水
抜
き
し
た
白
菜
に
絡
ま
せ
、
白

菜
キ
ム
チ
の
完
成
。 

　
講
師
の
李
さ
ん
は
「
一
、
二
週
間

置
い
て
発
酵
さ
せ
た
状
態
が
一
番
お

い
し
い
で
す
。
出
来
た
ば
か
り
の
キ

ム
チ
に
は
少
量
の
砂
糖
と
ご
ま
油
を

混
ぜ
る
と
サ
ラ
ダ
感
覚
で
食
べ
ら
れ

ま
す
」
と
説
明
し
ま
し
た
。 

　
参
加
者
は
「
近
い
場
所
で
開
い
て

も
ら
え
る
と
参
加
し
や
す
い
。
今
後

も
、
い
ろ
ん
な
場
所
で
開
い
て
ほ
し

い
」
と
感
想
を
口
に
し
ま
し
た
。 

キ
ム
チ
作
り
で
広
が
る
交
流
の
輪 キ

ム
チ
作
り
教
室 

　
伊
集
院
町
徳
重
の
大
内
山
ニ
ワ
さ

ん
（
九
十
一
才
）
宅
で
四
月
中
旬
、

イ
ペ
ー
（
ノ
ウ
ゼ
ン
カ
ズ
ラ
科
）
の

木
が
鮮
や
か
な
ラ
ッ
パ
型
の
黄
色
の

花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
十
五
年
ほ
ど
前
、
イ
ペ

ー
の
苗
木
を
譲
り
受
け
庭
先
に
植
え

て
い
た
と
こ
ろ
、
今
年
初
め
て
満
開

の
花
を
咲
か
せ
た
も
の
で
す
。 

　
イ
ペ
ー
は
、
葉
よ
り
早
く
、
輝
く

よ
う
な
黄
色
の
花
を
咲
か
せ
る
落
葉

高
木
で
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
国
花
と
し
て

知
ら
れ
て
い
ま
す
。 

鮮
や
か
な
黄
色
の
花
が
咲
き
ま
し
た 

　
旧
平
鹿
倉
小
学
校
（
吹
上
）
プ
ー

ル
を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
「
平
鹿
倉

ニ
ジ
マ
ス
釣
り
大
会
」
が
四
月
の
下

旬
と
し
て
は
肌
寒
い
天
候
と
な
っ
た

二
十
六
日
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
竿
を
抱
え
た
釣

り
人
が
九
時
の
合
図
と
と
も
に
、
一

斉
に
釣
り
始
め
、
中
に
は
一
回
で
二
、

三
匹
釣
り
上
げ
る
人
も
。
し
ば
ら
く

す
る
と
、
持
参
し
た
ク
ー
ラ
ー
ボ
ッ

ク
ス
は
見
る
見
る
う
ち
に
い
っ
ぱ
い

に
な
り
、
家
族
連
れ
な
ど
多
く
の
人

が
釣
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

　
こ
の
大
会
に
間
に
合
う
よ
う
に
、

平
鹿
倉
青
壮
年
部
（
田
中
靖
英
部
長
）

は
、
昨
年
十
一
月
に
稚
魚
二
千
五
百

匹
を
購
入
、
丹
精
込
め
て
育
て
て
き

ま
し
た
。
田
中
部
長
は
「
プ
ー
ル
に

ゴ
ミ
が
入
る
と
大
変
で
、
水
の
管
理

に
苦
労
し
た
」
と
話
し
ま
し
た
。 

た
く
さ
ん
の
釣
果
が
あ
り
ま
し
た 

平
鹿
倉
ニ
ジ
マ
ス
釣
り
大
会 

　
東
市
来
町
湯
田
の
湯
之
元
温
泉
街

で
四
月
十
二
日
、「
湯
之
元
馬
頭
観

音
馬
踊
り
」
が
行
わ
れ
、
大
勢
の
人

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。 

　
こ
の
祭
り
は
、
明
治
二
十
五
年
に

牛
馬
の
供
養
や
無
病
息
災
の
祈
願
祭

と
し
て
始
ま
っ
た
伝
統
行
事
で
、
現

在
、
湯
之
元
ク
ラ
ブ
（
　
永
利
久
会

長
）
が
中
心
と
な
っ
て
開
催
し
て
い

ま
す
。 

　
天
候
に
も
恵
ま
れ
た
春
の
陽
気
の

中
、
色
鮮
や
か
に
花
飾
り
を
し
た
二

頭
の
シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
馬
を
先
頭
に
、

踊
り
連
は
太
鼓
、
三
味
線
、
お
は
や

し
が
鳴
り
響
き
、
大
勢
の
市
民
や
観

光
客
を
前
に
、
約
三
十
五
カ
所
で
踊

り
を
披
露
、
温
泉
街
一
帯
は
終
日
華

や
い
だ
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
温
泉
街
の
市
道
の
一
部
を

歩
行
者
天
国
に
し
た
と
こ
ろ
で
は
、

木
市
や
露
店
が
立
ち
並
び
祭
り
を
い

っ
そ
う
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。 

幸
せ
を
運
ぶ
シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
馬 

湯
之
元
馬
頭
観
音
馬
踊
り 

　
さ
わ
や
か
な
春
の
風
が
吹
く
四
月

十
二
日
、
市
来
鶴
丸
城
跡
（
東
市
来
）

で
ザ
ビ
エ
ル
像
建
立
一
周
年
記
念
式

典
が
あ
り
、
カ
ト
リ
ッ
ク
鹿
児
島
司

教
区
教
会
関
係
者
、
地
元
の
市
来
鶴

丸
城
下
研
究
会
関
係
者
、
約
二
百
人

が
出
席
し
ま
し
た
。 

　
ザ
ビ
エ
ル
像
建
立
委
員
会
事
務
局

長
の
米
村
秀
司
さ
ん
は
「
日
本
に
初

め
て
キ
リ
ス
ト
教
を
伝
え
、
同
城
に

滞
在
し
た
宣
教
師
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・

ザ
ビ
エ
ル
の
銅
像
を
建
立
し
、
一
年

が
経
過
し
た
。
こ
の
間
、
県
内
外
か

ら
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
や
キ
リ
ス
ト
教
関

係
の
学
校
の
生
徒
や
ザ
ビ
エ
ル
に
関

心
の
あ
る
方
な
ど
多
数
こ
の
地
を
訪

れ
て
い
た
だ
い
た
。
こ
の
ザ
ビ
エ
ル

像
建
立
を
き
っ
か
け
に
、
も
っ
と
多

く
の
人
が
市
来
鶴
丸
城
に
ザ
ビ
エ
ル

が
訪
れ
た
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
、

地
域
の
発
展
に
貢
献
で
き
れ
ば
」
と

話
し
ま
し
た
。 

　
参
加
者
は
式
典
終
了
後
、
市
来
鶴

丸
城
跡
や
周
辺
史
跡
の
散
策
を
楽
し

み
、
さ
わ
や
か
な
春
の
一
日
を
過
ご

し
ま
し
た
。 

ザ
ビ
エ
ル
で
地
域
活
性
化 

ザ
ビ
エ
ル
像
建
立
一
周
年 

　
吹
上
青
松
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会
が
四

月
五
日
、
吹
上
浜
陸
上
競
技
場
周
辺

で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
朝
か
ら
小
雨
の
降
る
あ
い
に
く
の

天
候
と
な
り
ま
し
た
が
、
大
会
に
は
、

県
内
外
か
ら
千
五
百
二
十
人
が
参
加
。 

　
ジ
ョ
ギ
ン
グ
は
、
ツ
ツ
ジ
コ
ー
ス

（
一
・
五
㌔
）、
青
松
コ
ー
ス
（
三
㌔
）、

日
本
三
大
砂
丘
コ
ー
ス
（
七
㌔
）、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
レ
イ
ク
ロ
ー
ド

コ
ー
ス
（
五
㌔
）、
白
砂
コ
ー
ス
（
十

㌔
）
に
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ス
で
楽
し

み
ま
し
た
。 

　
会
場
で
は
吹
上
の
特
産
品
の
販
売

も
行
わ
れ
、
思
い
思
い
の
品
を
買
い

求
め
て
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
参
加
者
に
は
吹
上
温
泉
無

料
入
浴
券
も
進
呈
さ
れ
温
泉
で
疲
れ

を
癒
や
し
ま
し
た
。 

　
ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
優
勝
者
は
以
下
の

と
お
り
で
す
。（
市
関
係
分
・
敬
称
略
） 

▼
一
・
五
㌔
　
男
子
　
流
合
龍
之
介

（
小
学
校
三
年
生
以
下
）、
岡
元
敏
基

（
小
学
四
年
以
上
六
年
以
下
）、
木
場

慎
二
（
中
学
生
以
上
二
十
九
歳
以
下
）、 

女
子
　
岡
元
成
美
（
小
学
校
三
年
生

以
下
）、
岡
元
秀
佳
（
小
学
四
年
生

以
下
）、
佐
藤
史
菜
（
中
学
生
以
上

二
十
九
歳
以
下
）、
岡
元
秀
美
（
三

十
歳
以
上
四
十
九
歳
以
下
） 

▼
三
㌔
　
男
子
　
木
山
翔
太
郎
（
小

学
四
年
生
以
上
六
年
生
以
下
）
女
子

　
木
山
志
栞
（
中
学
生
以
上
二
十
九

歳
以
下
） 

▼
七
㌔
　
男
子
　
篠
原
正
大
（
中
学

生
以
上
二
十
九
歳
以
下
）、
女
子
　

富
奥
裕
子
（
三
十
歳
以
上
四
十
九
歳

以
下
） 

心
地
よ
い
風
を
受
け
な
が
ら
楽
し
ん
だ
１
日 

第
２４
回
吹
上
青
松
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会 

お
 
こ
 
ば
 

ひ
ら
か
く
ら
 

ブラジルの 
国花イペー 



　
日
吉
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
四
月

二
十
八
日
、
こ
い
の
ぼ
り
づ
く
り
が

行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
お
母
さ
ん
と
一
緒
に
子
ど
も
た
ち

は
、
好
き
な
色
の
画
用
紙
を
こ
い
の

ぼ
り
の
形
に
切
っ
た
り
、
ク
レ
ヨ
ン

で
絵
を
描
い
た
り
、
楽
し
く
制
作
に

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。 

　
鈴
の
つ
い
た
棒
に
貼
り
付
け
て
、

完
成
し
た
こ
い
の
ぼ
り
を
手
に
し
た

子
ど
も
た
ち
は
、
こ
い
の
ぼ
り
の
歌

を
う
た
い
な
が
ら
走
り
回
っ
た
り
、

顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
な
が
ら
友
達
と
見

せ
あ
っ
た
り
し
ま
し
た
。 

　
子
育
て
サ
ロ
ン
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
さ
ま
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

毎
週
火
曜
日
に
開
設
し
て
い
ま
す
。

日
吉
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の

「
Ｙ
ｏ
ｕ
・
ゆ
う
」
も
加
わ
り
、
と
て

も
に
ぎ
や
か
に
な
り
ま
し
た
。
皆
さ

ま
も
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

親
子
で
こ
い
の
ぼ
り
づ
く
り 

　
社
会
福
祉
法
人
愛
育
福
祉
会
で
四

月
十
日
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ち

ゃ
お
」（
伊
集
院
町
郡
）
の
落
成
式

が
行
わ
れ
、
子
育
て
中
の
親
子
な
ど

約
百
人
が
出
席
し
ま
し
た
。 

　
式
で
は
、
東
ひ
と
み
セ
ン
タ
ー
長

が
「
新
し
く
な
っ
た
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
で
、
よ
り
一
層
子
育
て
家
庭

の
支
援
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
そ
の
後
、

宮
路
市
長
の
祝
辞
や
あ
づ
ま
保
育
園

児
の
歌
の
発
表
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
は
、

地
域
の
子
育
て
家
庭
の
支
援
を
行
う

こ
と
を
目
的
と
し
た
事
業
で
、
子
育

て
中
の
親
子
の
憩
い
の
場
、
集
い
の

場
の
提
供
や
育
児
な
ど
に
関
す
る
子

育
て
相
談
を
中
心
に
活
動
し
て
い
ま

す
。 

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
日
置

市
内
各
地
域
に
そ
れ
ぞ
れ
一
カ
所
ず

つ
あ
り
、
利
用
料
は
無
料
で
、
月
曜

日
か
ら
金
曜
日
ま
で
開
設
し
て
い
ま

す
。 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
が
新
し
く
な
り
ま
し
た
！ 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ち
ゃ
お
」 

　
日
置
市
転
入
教
職
員
宣
誓
式
が
四

月
九
日
、
市
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
、

転
入
教
職
員
や
学
校
関
係
者
約
百
二

十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
今
年
度
は
小
学
校
六
十
人
、
中
学

校
二
十
五
人
、
教
育
委
員
会
二
人
の

教
職
員
が
新
た
に
日
置
市
に
赴
任
し

ま
し
た
。 

　
式
で
は
、
転
入
教
職
員
を
代
表
し

て
、
伊
集
院
小
学
校
の
岡
元
慶
樹
先

生
が
宣
誓
を
行
い
、
伊
集
院
中
学
校

の
中
脇
昭
伸
校
長
が
「
日
置
市
の
子

ど
も
た
ち
の
た
め
に
頑
張
り
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。 

新
任
地
で
決
意
新
た
に 

平
成
２１
年
度
日
置
市
転
入
教
職
員
宣
誓
式 

　「
人
権
の
花
」
運
動
指
定
校
の
妙

円
寺
小
学
校
で
四
月
二
十
日
、
開
会

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
式
で
は
、
鹿
児
島
地
方
法
務
局
人

権
擁
護
課
森
川
課
長
が
「
人
権
の
花
、

ひ
ま
わ
り
を
思
い
や
り
も
っ
て
育
て

て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
、
そ
の

後
、
ひ
ま
わ
り
の
種
や
プ
ラ
ン
タ
ー

な
ど
の
目
録
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

　
活
動
は
、
十
一
月
ま
で
取
り
組
ま

れ
ま
す
。 

　
ま
た
、
児
童
を
代
表
し
て
河
野
美

月
さ
ん
（
三
年
）
が
「
大
き
な
花
が

咲
く
よ
う
心
を
込
め
て
育
て
ま
す
。

ひ
ま
わ
り
の
よ
う
に
み
ん
な
が
明
る

く
、
元
気
で
仲
良
く
楽
し
い
毎
日
を

過
ご
し
て
い
き
た
い
で
す
」
と
誓
い

を
述
べ
ま
し
た
。 

思
い
や
り
の
心
で
咲
か
そ
う
　
人
権
の
花 

平
成
２１
年
度
「
人
権
の
花
」
運
動
開
会
式 

子育て 
サロン 

   

　
伊
集
院
短
歌
講
座 

 

筍
・
石
蕗
春
を
頂
き
煮
染
め
す
る 

花
見
弁
当
笑
っ
て
い
ま
す 

今
田
　
純
江  

朝
寒
の
椿
に
幼
鶯
の
歌
の
お
稽
古 

途
切
れ
つ
つ
鳴
く 

佐
藤
　
康
子  

栓
ぬ
け
て
し
ゅ
わ
わ
し
ゅ
わ
わ
と
な
り
て
ゆ
く 

夜
勤
明
け
の
わ
れ
サ
イ
ダ
ー
の
瓶 

永
山
　
保
江 

 

　
日
吉
短
歌
講
座 

 

再
来
年
　
新
幹
線
は
開
通
す
旅
に
出
や
う
か 

夢
の
中
で
も 

阿
多
　
貞
子  

真
っ
直
ぐ
に
ね
ら
い
を
定
め
線
の
上 

振
子
の
よ
う
に
ス
テ
ィ
ッ
ク
を
振
る 谷

川
　
サ
ダ 
 

あ
を
あ
を
と
漬
か
り
し
高
菜
春
を
呼
び 

老
い
の
食
卓
彩
り
そ
え
る 

　
　
ヒ
ロ
子 

   

　
奴
草
俳
句
会
（
東
市
来
） 

 

生
き
る
こ
と
い
よ
よ
始
ま
る
蝌
蚪
の
紐 

　
田
　
彰
典 

 

芋
百
歳
父
の
形
見
の
花
見
酒 

大
庭
　
正
道  

新
緑
の
己
が
色
へ
と
山
を
変
え 

北
山
　
文
子 

 

　
日
吉
町
俳
句
会 

 

棚
田
に
は
目
高
の
遊
ぶ
隙
間
あ
り 

野
上
　
政
人  

憂
き
事
は
空
に
放
ち
て
草
を
摘
む 

　
下
原
　
ミ
ヨ
子  

風
渡
る
野
路
踏
み
分
け
墓
参
り 

大
迫
　
一
弘 

 

　
吹
上
砂
丘
俳
句
会 

 

草
を
抜
く
啓
蟄
の
土
や
わ
ら
か
し 

今
村
　
迪
子  

法
要
の
寺
に
座
し
ゐ
て
余
寒
か
な 

馬
籠
　
ア
イ  

光
年
の
星
仰
ぎ
を
り
春
深
し 

片
之
坂
　
ミ
ス
子 

   

　
コ
ケ
ケ
狂
句
会
（
東
市
来
） 

 

二
日
酔
い
ア
ク
バ
ね
ま
っ
た 

香
が
し
っ 

蓑
手
　
み
の
虫
（
実
義
）  

義
理
の
招
待
下
戸
は
下
座
で 

な
ま
あ
く
っ 

永
山
　
西
之
海
（
静
彌
）  

古
り
か
か
も
化
粧
で
偶
然
い
な 

新
こ
け
な
っ 

上
池
　
酔
人
（
達
男
）  

　
飯
牟
礼
狂
句
会
（
伊
集
院
） 

 

好
っ
じ
ゃ
っ
ち
時
め
た
胸
が 

懐
か
し
ゅ
し 

上
之
園
　
文
人
（
章
） 

家
屋
敷
を
焼
酎
好
か
全
部 

き
っ
し
飲
ん 

益
満
　
冗
男
（
昭
人
） 

 

好
っ
も
好
っ
色
気
と
焼
酎
あ 

離
さ
せ
じ 

益
満
　
大
拘
（
富
治
） 

 

　
吹
上
さ
ざ
な
み
会 

 

古
か
夫
婦
横
座
ん
女
房
が 

舵
ず
ば
取
っ 

池
上
　
鈍
爺
（
耕
成
） 

 

褒
め
た
ど
ん
添
え
物
く
れ
ん 

店
を
出
っ 

野
元
　
尺
八
（
隼
人
） 

 

序
で
言
て
出
た
案
の
方
を 

褒
め
ら
れ
っ 

前
田
　
一
天
（
和
平
） 

日
置
市
文
化
協
会 

　え
や
し
っ
　
　
　
そ
　
っ
　
す
　
　
　
ず
る
っ 

　
　
　
　
　
　
　
の 

  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　そ
　
つ 

     

ふ
る
　
　
　
み
　
と

よ
こ
ざ
　
　
　
か
　
か 

　か
　
　
　
　
　
と 

  

　ほ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
　
　
　も
ん 

　
　
　
　
　
で 

  

つ
い
　
　
　ち
ゅ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ 

　ほ 

   

　
　
　
　
　
え 

か
ざ 

  

　ぎ
　
い
　
　
　
し
ょ
ゆ
　
げ
　
こ
　
　
　
し
も
ざ 

   

　ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
し
ょ
　
　
　
た
　
ま 

　に 

    

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
き 

な
つ 

つ
　
わ 

く
わ
と 

▲河野美月さん

（
氏
名
敬
称
略
） 



４   
月
受
付
分
（
敬
称
略
）  

４ 
月
受
付
分
（
敬
称
略
）  

 

伊
集
院
地
域 

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
）

吉
村
　
典
晃
　
　
聡
　
　
　
麓
東 

馬
場
　
賢
伸
　
　
隆
樹
　
　
中
福
良 

前
野
　
咲
菜
　
　
博
一
　
　
郡
上 

東
　
　
美
結
　
　
磨
清
　
　
郡
上 

橋
口
　
小
春
　
　
賢
一
郎
　
駅
前 

有
元
　
心
音
　
　
徹
　
　
　
妙
円
寺
一
区 

新
村
　
俊
汰
　
　
浩
一
郎
　
天
神
馬
場 

石
原
　
栞
奈
　
　
康
彦
　
　
瀬
戸
内 

田
中
有
祐
実
　
　
嘉
光
　
　
徳
重
東 

前
田
　
莉
姫
　
　
浩
隆
　
　
下
土
橋 

畠
中
　
真
歩
　
　
佳
洋
　
　
上
之
馬
場 

袰
谷
　
一
綺
　
　
健
　
　
　
平
古 

川
田
　
小
晴
　
　
朋
幸
　
　
平
古 

畠
中
倖
太
郎
　
　
竜
寿
　
　
下
土
橋 

益
満
　
晟
瑚
　
　
喜
治
　
　
郡
下 

宇
都
　
翔
太
　
　
裕
也
　
　
向
江
町 

 

東
市
来
地
域 

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
）

永
吉
　
由
奈
　
　
卓
郎
　
　
元
湯 

三
枝
　
優
斗
　
　
弘
幸
　
　
大
平 

阿
多
　
美
祥
　
　
一
基
　
　
元
湯 

篠
原
　
彰
仁
　
　
道
明
　
　
杉
之
迫 

長
谷
川
朝
香
　
　
優
　
　
　
田
代 

今
村
　
愛
梨
　
　
一
弘
　
　
荻 

新
川
　
龍
翔
　
　
周
二
　
　
皆
田
西 

塚
原
　
勇
斗
　
　
忠
幸
　
　
中
央 

 

日
吉
地
域 

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
）

伊
集
院
美
羽
　
　
裕
幸
　
　
日
置
麓 

加
藤
　
彩
名
　
　
浩
晃
　
　
熊
野 

満
冨
　
愛
香
　
　
芳
和
　
　
南
区 

岩
井
田
　
瞬
　
　
徹
　
　
　
日
置
麓 

 

吹
上
地
域 

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
）

今
村
　
太
地
　
　
憲
一
　
　
下
田
尻 

        

伊
集
院
地
域 

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
）

中
田
ノ
リ
ヱ
　
　
80
　
朝
日
ヶ
丘 

岩
崎
ヨ
シ
エ
　
　
87
　
寺
脇 

下
御
領
　
聰
　
　
83
　
下
神
殿
二
区 

崎
元
　
榮
子
　
　
95
　
妙
円
寺
一
区 

田
中
　
弘
子
　
　
51
　
清
藤 

丹
羽
桂
一
郎
　
　
77
　
妙
円
寺
八
区 

吉
村
　
利
己
　
　
88
　
麦
生
田
下 

永
吉
　
勇
夫
　
　
84
　
上
神
殿 

宮
之
原
秀
夫
　
　
84
　
下
神
殿
三
区 

土
橋
　
ナ
ミ
　
　
90
　
下
方
限 

永
井
　
　
枝
　
　
77
　
郡
下 

諏
訪
園
義
行
　
　
81
　
野
田 

牧
之
角
ヱ
ミ
　
　
75
　
瀬
戸
内 

兒
玉
　
光
男
　
　
73
　
麓
東 

川
路
　
フ
チ
　
　
99
　
中
川 

吉
冨
　
善
治
　
　
77
　
下
方
限 

黒
江
　
澄
子
　
　
79
　
天
神
馬
場 

有
村
ミ
ツ
エ
　
　
91
　
大
田
上 

馬
場
園
次
雄
　
　
83
　
竹
之
山 

宇
都
テ
ル
子
　
　
78
　
中
川 

外
島
　
義
將
　
　
70
　
妙
円
寺
二
区 

西
　
　
實
雄
　
　
92
　
野
田 

 

東
市
来
地
域 

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
）

佐
藤
　
　
宣
　
　
89
　
堀
内 

桑
木
野
純
孝
　
　
64
　
桑
木
野 

吉
村
シ
ヅ
エ
　
　
89
　
麓
下 

諏
訪
　
フ
ミ
　
　
89
　
田
之
湯 

二
石
　
フ
ミ
　
　
102
　
南
神
之
川 

米
澤
　
道
雄
　
　
95
　
荻 

片
平
　
　
優
　
　
71
　
田
之
湯 

南
郷
　
洋
　
　
　
88
　
平
迫
比
良 

迫
　
　
　
巍
　
　
78
　
皆
田
西 

新
川
ヨ
シ
子
　
　
80
　
丸
牧 

松
山
フ
ヂ
子
　
　
84
　
梅
木 

鉾
之
原
イ
ネ
　
　
86
　
鉾
之
原 

 

日
吉
地
域 

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
）

前
屋
敷
正
明
　
　
74
　
中
区 

笠
野
　
文
子
　
　
77
　
笠
ヶ
野 

内
山
フ
ヂ
エ
　
　
87
　
青
松
園 

倉
留
ミ
ツ
ヱ
　
　
88
　
日
新 

中
園
　
シ
ヅ
　
　
103
　
南
区 

 

吹
上
地
域 

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
）

堀
　
ツ
ユ
子
　
　
89
　
小
野 

常
法
ト
ミ
子
　
　
87
　
浜
田 

坊
野
　
シ
ヅ
　
　
92
　
坊
野 

前
田
ミ
ツ
子
　
　
81
　
藤
元 

西
　
田
力
藏
　
　
78
　
入
来 

山
下
エ
ミ
子
　
　
85
　
入
来
浜 

黒
川
　
和
子
　
　
80
　
多
宝
寺 

　
内
　
ヒ
ノ
　
　
97
　
亀
原 

田
中
　
久
子
　
　
89
　
西
本
町 

和
田
　
　
男
　
　
81
　
川
中 

前
野
シ
ナ
エ
　
　
94
　
佑
心
会 

島
　
　
利
男
　
　
84
　
苙
岡 

の
り
あ
き
 

け
ん
し
ん
 

さ
き
な
 

　み
 
ゆ
 

　こ
は
る
 

こ
こ
ね
 

し
ゅ
ん
た
 

か
ん
な
 

　あ
　
ゆ
　
み
 

 り
お
ん
 

　ま
　
ほ
 

　ひ
い
ろ
 

　こ
は
る
 

 こ
う
た
ろ
う
 

せ
い
ご
 

し
ょ
う
た
 

   　ゆ
　
な
 

　ひ
ろ
と
 

　み
さ
き
 

あ
き
ひ
と
 

と
も
か
 

あ
い
り
 

り
ゅ
う
と
 

ゆ
う
と
 

   　み
　
う
 

あ
や
な
 

あ
い
か
 

　
　し
ゅ
ん
 

   た
い
ち
 

　この１年間に歯の健康診査を受け
たことがありますか?

　あなたは歯周病にかかっていると思います
か?

歯周疾患の進行度数（CPI指数） 

　デンタルフロス（糸楊枝）や歯間ブラ
シを使っていますか。 

　この１年間に歯科医院などで歯石
を取ってもらったり、歯の汚れを取
り除いてもらったことがありますか?

　日置市では、歯周病検診の受
診者も少なく、歯科医院を受診
している人も少ないという結果
が出ました。

　歯周病で注意しないといけないのは、「歯と歯肉の境目に
ついている」プラーク（歯垢）です。ハブラシの毛先を歯
肉の境目に「軽く」あてて小刻みに磨きます。
　そして、歯と歯の間はハブラシだけではプラークが取り
除けないので、デンタルフロスや歯間ブラシをつかい、し
っかり磨きましょう。

＊　日置市ではフロスなど使っていない人や週に１～２日
　使用が８割を占めています。
　毎日使うよう心がけましょう !!

歯磨きのポイント !

ハブラシのみ
ハブラシ＋デンタルフロス
ハブラシ＋歯間ブラシ

50％
90％
90％

歯と歯の間の歯垢除去効果

歯周疾患の進行度数
０⇒正常
１⇒歯茎に軽い歯周病あり
２⇒歯石あり
３、４⇒歯周病の進行あり

検診結果は… 
49歳以下

50歳代

60歳代

70歳以上

総数

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0　　　1　　　2　　　3　　　4　　　測定不能

CPIの数値が高くなるほど悪化

※
訂
正
と
お
詫
び
 

　
広
報
ひ
お
き
４
月
号
の
記
事
中
に
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
。 

　
次
の
と
お
り
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。 

（
敬
称
略
） 

P
11
「
彼
岸
相
撲
大
会
」
三
人
勝
ち
抜
き
 

　誤
　
三
年
男
子
　
湯
田
　
平
秀
（
美
山
） 

　
　
　
　
　
←
 

　正
　
三
年
男
子
　
湯
田
平
　
秀
（
美
山
） 

P
17

戸
籍
の
窓
「
お
く
や
み
」 

　誤
　
今
和
泉
隼
人
　
66
　
つ
つ
じ
ヶ
丘
二
区
 

　
　
　
　
　
←
 

　正
　
今
和
泉
隼
人
　
66
　
つ
つ
じ
ヶ
丘
三
区
 

■
日
　
時 

　
平
成
二
十
一
年
七
月
九
日
（
木
）

　
午
後
七
時
開
演 

　（
午
後
六
時
三
十
分
開
場
） 

■
場
　
所 

　
伊
集
院
文
化
会
館 

■
そ
の
他 

　
入
場
は
無
料
で
す
が
整
理
券
が
必

要
で
す
。 

　
整
理
券
は
六
月
一
日
（
月
）
か
ら

伊
集
院
文
化
会
館
、
各
支
所
中
央

公
民
館
、
各
支
所
教
育
振
興
課
で

配
布
し
ま
す
。 

　
未
就
学
児
の
同
伴
・
入
場
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。 

■
お
問
い
合
わ
せ
先 

　
日
置
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課 

　
電
話
０
９
９
‐
２
７
３
‐
２
１
１
１ 

　（
内
線
１
４
３
３
） 

　
少
年
補
導
セ
ン
タ
ー
は
、
青
少
年

の
健
全
育
成
と
非
行
防
止
を
目
指
し
、

街
頭
補
導
、
環
境
浄
化
、
相
談
な
ど

の
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

　
青
少
年
の
健
全
な
育
成
を
阻
害
す

る
お
そ
れ
の
あ
る
図
書
や
雑
誌
、
Ｄ

Ｖ
Ｄ
な
ど
を
、
青
少
年
に
販
売
、
閲

覧
、
視
聴
さ
せ
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。
書
店
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
の
ほ
か
に
、
有
害
図
書
な

ど
が
誰
で
も
手
軽
に
買
え
る
自
動
販

売
機
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
青

少
年
が
有
害
図
書
な
ど
に
触
れ
な
い

よ
う
設
置
施
設
に
注
意
し
、
環
境
浄

化
に
努
め
ま
し
ょ
う
。 

　
ま
た
、
青
少
年
が
使
用
す
る
携
帯

電
話
や
パ
ソ
コ
ン
へ
の
フ
ィ
ル
タ
リ

ン
グ
を
設
定
す
る
な
ど
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
有
害
情
報
か
ら
青
少
年
を

守
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
し
ょ
う
。 

〈
お
問
い
合
わ
せ
先
〉 

日
置
市
少
年
補
導
セ
ン
タ
ー
事
務
局 

（
日
置
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
内
） 

　
電
話
０
９
９
‐
２
７
３
‐
２
１
１
１ 

　（
内
線
１
４
３
２
） 

講
師
　
有
森
　
裕
子 

演
題
　
「
よ
ろ
こ
び
を
力
に
」 

宝
く
じ
文
化
講
演
会
を
開
催
し
ま
す 

　バルセロナオリンピ
ック、アトランタオリ
ンピックの女子マラソ
ンでは銀メダル、銅メ
ダルを獲得。
　2007年２月18日、『東
京マラソン2007』でプ
ロマラソンランナーを
引退。 有森裕子 

（ありもり　ゆうこ） 

宝
く
じ
の
助
成
に
よ
り
、
入
場
料
金
は
無
料
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

   皆さんは歯の定期検診を受けていますか?日置市では、毎年総合健診に加え、歯周病検診を行っています。
今回、平成20年度に歯周病検診を受診された方のアンケートと検診結果をまとめてみました。 

　痛みなどの自覚症状がないと病院に行かないことが多いですが、実際は歯周病が進行している方が半数以上いる結
果となりました。自覚症状の少ないうちに「歯周病」は進行していきます。歯周病は感染症ですので、細菌が歯周組
織に感染すれば歯周病となり、細菌が血液や唾液などに混じって全身をめぐると、体の臓器に感染症や障害を引き起
こします。心内膜炎・動脈硬化・心臓病・糖尿病など、感染症が引き金になる割合が高いと云われています。 
　「歯周病」の進行を確認し、悪化を防ぐためにも年１回は歯科医院に行きましょう。また、歯周病検診を受診しましょ
う。 

　訪問歯科診療とは・・・なんらかの病気や障害が原因で、歯科医院に通院して治療を受けることが困難な方
に対して、ご自宅や入院中の病院、入所中の施設で歯科治療や口腔ケアの指導を行うことです。訪問歯科診療
を希望される方は、かかりつけ医にご相談ください。

１） 歯科検診、医院の受診状況 

２） 歯周病のケア方法について 

受けた

受けていない

はい

いいえ

わからない

歯周病がどんな病気か
知らない

ほぼ毎日

週に３～４日

週に１～２日

使っていない

歯間ブラシ

デンタルブラシ

ある

ない

21％

2％

30％

8％

10％

22％60％

15％

53％

79％

20％

80％



市
内
に
在
住
の
６
歳
以
下
の
お
子
さ
ん
 

①
氏
名
②
生
年
月
日
③
保
護
者
氏
名
④
お
子
さ
ん
の
近
況
・
お
子
さ
ん
へ
の
コ
メ
ン
ト
 

⑤
広
報
へ
の
ご
意
見
⑥
連
絡
先
を
添
え
て
、
市
役
所
総
務
企
画
部
企
画
課
（
住
所
は
 

末
㌻
）ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。
 

野添　葵ちゃん（２歳３か月） 

父　修一さん　母　千秋さん 
（吹上町湯之浦） 

　最近は、お話が上手になりましたね。
大きくなったら、いろんな事をいっぱ
い話そうね。 

■おかあさんから 

元気のある 

お子さんの写真を 

募集しています。 

飛松　るなちゃん（２歳９か月） 
　　　陽太くん　（１歳５か月） 
 
父　源樹さん　母　加奈子さん 

（伊集院町猪鹿倉） 

　二人仲良く元気に遊んで、優しい子
に育ってね。 

■おかあさんから 

文 

ココ 

吹上 
支所 

伊作小 

さつま湖 

　
平
成
十
四
年
に
自
宅
兼
店
舗
を
新
築
。
現
在
、
四
代
目
と
し
て
菓
子
作
り
に
励
ん
で
い
ま

す
。 

　
伝
統
の
味
を
守
り
な
が
ら
も
、
毎
年
一
つ
は
新
商
品
を
作
り
た
い
と
思
い
、
昨
年
は
、
地

元
の
天
然
甘
塩
を
使
っ
た
和
菓
子
「
小
松
帯
刀
の
志
」
を
作
り
ま
し
た
。
今
年
も
、
夏
に
向

け
て
新
商
品
を
作
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
旧
日
吉
町
商
工
会
に
加
入
し
て
い
た
馬
場
さ
ん
は
、
平
成
十
九
年
に
日
置
市
商
工
会
と
し

て
合
併
し
て
か
ら
商
工
会
青
年
部
日
吉
支
部
長
を
今
年
三
月
ま
で
務
め
ま
し
た
。 

　
こ
の
間
、
毎
年
六
月
に
行
わ
れ
る
「
せ
っ
ぺ
と
べ
」
や
十
月
に
行
わ
れ
る
「
秋
祭
り
花
火

大
会
」
に
、
市
商
工
会
青
年
部
各
支
部
か
ら
準
備
や
当
日
の
運
営
、
片
付
け
ま
で
参
加
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。「
特
に
花
火
大
会
は
、
二
カ
月
以
上
前
か
ら
準
備
に
取
り
掛
か
り
ま
す
。
日

置
市
内
で
の
花
火
大
会
は
、
日
吉
地
域
だ
け
と
な
り
、
会
場
（
日
吉
中
学
校
）
に
入
り
き
れ

な
い
ほ
ど
で
、
警
備
が
大
変
で
し
た
。
し
か
し
、
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
の
打
ち
上
げ
花
火
を
見

る
と
達
成
感
が
あ
ふ
れ
、
そ
れ
ま
で
の
疲
れ
が
吹
き
飛
び
ま
し
た
」 

　
ま
た
、
東
市
来
地
域
の
「
国
際
サ
ン
ド
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
や
伊
集
院
地
域
の

「
妙
円
寺
詣
り
フ
ェ
ス
タ
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
」、
吹
上
地
域
の
「
か
め
の
子
サ
ッ
カ
ー
大
会
」

な
ど
各
地
域
の
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
に
仲
間
と
と
も
に
参
加
し
て
い
ま
す
。「
こ
の
交
流
で
、
た

く
さ
ん
の
人
と
知
り
合
え
た
こ
と
が
財
産
で
す
」
と
話
し
ま
す
。 

　「
今
年
で
四
十
歳
と
な
り
商
工
会
青
年
部
は
卒
業
し
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
広
域
的
に
地
域

の
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
少
し
で
も
活
性
化
に
つ
な
が
る
よ
う
に
貢
献
し
て
い
き
た

い
で
す
」 

シリーズ● 48

いきいき 

日吉町日置（日新自治会） 

馬場　勇作さん〔39歳〕 
ば　 ば　　　 ゆう さく 

池畑　三　さん（58歳） 吹上町中原 

　友だちに誘われて始めたアメリカンフラ
ワー、今年で８年目になります。アメリカ
ンフラワーは、ワイヤーで花びらや葉など
の形を作りディップ液（アクリル樹脂）に
浸すと透明感のある花や葉が出来ます。こ
のディップ液の調合で、思ったとおりの色
を作ることが難しいですが、楽しみでもあ
ります。友だちの子どもの結婚式にブーケ
を作ってあげたり、出来上がった作品を人に贈ったりして喜
ばれたときが一番うれしいです。平成 19年には、講師の資
格を取得しました。これからも、たくさんの人にアメリカン
フラワーを知ってもらえるように続けていきたいですね。 

　
僕
は
伊
集
院
中
で
陸
上
部
の
短

距
離
に
所
属
し
て
い
ま
す
。
三
年

男
子
の
短
距
離
は
僕
を
入
れ
て
四

人
で
す
。
そ
し
て
今
、
四
人
の
雰

囲
気
は
リ
レ
ー
ま
っ
し
ぐ
ら
で
す
。 

　
こ
の
雰
囲
気
は
、
も
ち
ろ
ん
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
影
響
も
受
け
ま
し

た
が
、
そ
れ
以
上
に
一
年
生
の
時

に
初
め
て
四
人
で
走
っ
た
秋
の
大

会
が
き
っ
か
け
で
し
た
。   

　
ピ
ス
ト
ル
の
音
が
鳴
り
緊
張
し

て
い
た
僕
は
、
不
思
議
に
落
ち
着

け
ま
し
た
。
そ
し
て
バ
ト
ン
を
も

ら
い
次
の
走
者
に
渡
し
た
と
き
僕

は
思
い
ま
し
た
。「
一
人
で
走
る

と
き
よ
り
速
い
ス
ピ
ー
ド
で
、
気

持
ち
よ
く
、
楽
し
く
走
る
こ
と
が

で
き
た
」
と
。
そ
し
て
そ
の
気
持

ち
は
み
ん
な
一
緒
で
し
た
。
そ
れ

は
、
タ
イ
ム
に
も
現
れ
て
い
ま
し

た
。 

　
バ
ト
ン
が
渡
っ
た
と
き
の
そ
う

快
感
が
楽
し
く
て
、
僕
は
練
習
を

頑
張
っ
て
い
ま
す
。
僕
た
ち
の
夢

は
今
年
の
県
大
会
決
勝
進
出
で
す
。 

ぼ
く
の
夢 

伊
集
院
中
学
校
　
三
年
　
福
永
　
拓
世
く
ん 

●～H20日置市商工会青年部日吉支部長 
●おかし畑　馬場経営 

 

『アメリカンフラワー』 

 

車で本庁から30分、 
吹上支所から徒歩3分 

Access

あおい 

ふ
く
な
が
　
　
た
く
せ
い 

み すず 

　４月 21日に、吹上歴史民俗資料館に保管されている
伊作郷御仮屋文書が鹿児島県指定文化財に指定されまし
た。この文書は江戸時代の伊作郷（吹上地域南部）の歴
史を伝える膨大な量の史料群で、薩摩藩の地方郷村支配
を知るうえで不可欠なものと認められ、指定されました。 
　「郷」とは、江戸時代の行政区画で、現在の市町村に
相当します。その数は一定していませんでしたが、幕末
には薩摩藩の領内に113ケ所ありました。郷には「御仮
屋」と呼ばれる役所がおかれ、その御仮屋で地元の郷士
が行政を担当していました。 
　伊作郷御仮屋文書はおもに伊作郷の御仮屋で作製され
た公文書で、586点が現存しています。これほどの量が
まとまって残っているのは、県内でも伊作郷を含め３ヶ
所だけです。年貢の基本になる「御検地竿次帳」、現在
の戸籍にあたる「宗門手札改帳」、薩摩藩からの命令や
通知である「達」がなどがあります。特に200通近くも
ある「達」は他の郷の文書群には残っていないものです。 
　伊作郷御仮屋文書の一部は吹上歴史民俗資料館に展示
されています。 

　　　ごう 

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お かり 

　や 

 

 

 

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ご　けん　ち　さおつぎちょう 

　　　　　　　　　　　　　　　　　しゅうもんてふだあらためちょう 

　　　　　　　　　　　　　たっし 
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鹿児島県日置市 

市の人口（住民基本台帳） 
総人口　52,015人（401） 

　男　　24,354人（256） 

　女　　27,661人（145） 

世帯数　22,538　（284） 
5月1日現在 （　）は前月比 

春を感じたジョギング大会 
　小雨の降る中でのジョギング大会とな

りましたが、1520人が、歩き走りそれぞ

れのスタイルで楽しみました。 

（「第24回吹上青松ジョギング大会」

P12関連記事） 

No.49 平成21年5月号 

発　行／日置市役所 
　　　　総務企画部企画課 
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日置市伊集院町郡一丁目100番地 

東市来支所 

TEL 099（273）2111 
FAX 099（273）3063

TEL 099（274）2111

日吉支所 
TEL 099（292）2111

吹上支所 
TEL 099（296）2111 

 

住
む
人
も
訪
れ
る
人
も
心
安
ら
ぐ
、自
然
豊
か
な
ふ
る
さ
と
づ
く
り 

高
山
地
区
公
民
館
（
東
市
来
地
域
） 

▲鹿児島大学クラシックギター部との交流 

▲石窯を使ったピザつくり体験 

▲地域の一大イベント高山ふるさと秋祭り ▲左から野上正和さん、鮫島育朗館長、白石克隆さん 

然
に
恵
ま
れ
た
高
山
地
区
。
本

地
区
は
、
過
疎
化
、
少
子
高
齢

化
、
農
林
業
の
不
振
な
ど
の
課
題
に

直
面
し
て
い
ま
す
が
、「
高
山
ふ
る

さ
と
秋
祭
り
」
や
尾
木
場
地
区
の
棚

田
で
の
農
作
業
体
験
を
実
施
し
、
地

区
の
豊
か
な
自
然
や
文
化
、
歴
史
を

生
か
し
た
体
験
型
交
流
で
、
人
と
人

と
の
交
流
か
ら
生
ま
れ
る
活
気
を
地

区
の
活
性
化
に
生
か
し
て
い
ま
す
。 

域
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
「
高
山
ふ

る
さ
と
秋
祭
り
」
は
毎
年
十
一

月
に
開
催
、
家
族
連
れ
な
ど
大
勢
の

人
が
訪
れ
ま
す
。
郷
戸
（
ご
と
）
で

は
、
八
房
川
の
清
流
を
利
用
し
た
ニ

ジ
マ
ス
釣
り
大
会
、
尾
木
場
（
お
こ

ば
）
で
は
、
棚
田
を
泳
ぐ
め
だ
か
の

観
賞
や
景
品
付
餅
ま
き
大
会
（
田
の

神
祭
り
）、
野
下
（
の
し
た
）
で
は
、

野
山
に
自
生
し
た
ツ
ヅ
ラ
フ
ジ
を
使

っ
た
「
か
ず
ら
工
房
」
手
づ
く
り
体

験
、
桑
木
野
で
は
、
岩
屋
観
音
の
散

策
や
竹
炭
づ
く
り
の
体
験
な
ど
各
自

治
会
が
趣
向
を
凝
ら
し
た
催
し
を
実

施
。
メ
イ
ン
会
場
の
高
山
地
区
交
流

セ
ン
タ
ー
で
は
、
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー

や
地
元
で
採
れ
た
新
鮮
な
農
産
物
の

販
売
や
抽
選
会
な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

　
こ
の
ほ
か
に
も
「
高
山
山
学
校
」

を
開
設
。
竹
炭
、
布
ぞ
う
り
、
か
ず

ら
細
工
、
竹
細
工
な
ど
の
講
習
会
で

交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。 

年
の
七
月
に
は
、
手
づ
く
り
の

石
窯
が
完
成
。
ピ
ザ
つ
く
り
教

室
（
公
民
館
講
座
）
や
宿
泊
学
習
な

ど
で
利
用
し
、
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま

す
。 

域
の
親
ぼ
く
や
健
康
増
進
を
図

る
た
め
の
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
（
八
月
）
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
大
会
（
九
月
）、
地
区
大
運
動
会
（
十

一
月
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
み

ん
な
が
地
区
外
の
親
戚
や
知
人
、
友

だ
ち
を
連
れ
て
参
加
し
、
大
勢
で
楽

し
く
盛
り
上
が
り
ま
す
。
ま
た
、
今

年
は
、
調
理
場
を
新
設
し
、
健
康
づ

く
り
の
た
め
の
料
理
教
室
な
ど
を
計

画
し
て
い
ま
す
。 

後
は
、
豊
か
な
自
然
や
そ
こ
に

暮
ら
す
人
々
と
の
ふ
れ
あ
い
を

通
し
て
、
訪
れ
た
人
は
癒
や
し
と
安

ら
ぎ
を
感
じ
、
地
区
は
、
そ
こ
で
生

ま
れ
た
交
流
か
ら
元
気
を
も
ら
え
る

体
験
型
交
流
お
よ
び
滞
在
型
交
流
で
、

交
流
人
口
の
拡
大
に
努
め
た
い
で
す
。 

自 地 

昨 

今 

地 

市の面積　253.06㎞2

高山地区公民館 
（東市来地域） 

　
東
市
来
地
域
の
北
側
、
山
間
部
に
位

置
す
る
高
山
地
区
は
六
自
治
会
（
高
塚

東
・
高
塚
西
・
尾
木
場
・
郷
戸
・
桑
木

野
・
野
下
）
で
構
成
さ
れ
、
平
成
二
十

一
年
五
月
一
日
現
在
で
百
三
十
六
世
帯

二
百
四
十
六
人
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。 

　
少
子
高
齢
化
が
著
し
く
進
む
地
域
で

す
が
、
毎
年
十
一
月
の
最
終
日
曜
日
に

開
催
さ
れ
る
高
山
ふ
る
さ
と
秋
祭
り
に

は
、
地
区
内
外
か
ら
大
勢
の
人
が
訪
れ

活
気
に
あ
ふ
れ
ま
す
。 

今月の 
表　紙 

た
か
や
ま 


